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1 .導入

本稿は、本紀要第50集掲載の拙稿『大谷探検隊将来トカラ語資料をめぐって(1)J (以下では

『資料(1)Jとする)に続く報告である 1)。現時点で筆者が把握している大谷探検隊将来トカラ

語資料は2)、圏内では龍谷大学、西厳寺蔵橘資料及び東京国立博物館に、圏外では旅順博物館

に保管されている。前掲拙稿出版後、これらの資料に関して、荻原 (2012)及び慶 (2013)を

出版した。前者の論文では、旅順博物館所蔵に帰しているトカラ語資料について概略を紹介す

ると共に、トカラ語断片と判断される全点のリストを掲げておいた九後者では、東京国立博

物館所蔵クチャ語木簡一点の、オリジナルに基づく転写と中国語訳を与えた上で、木簡の内容

について再検討を行った九本稿では、前掲 f資料(1)Jで扱ったクチャ諮寺院文書MS00541

を除く、龍谷大学所蔵資料及び西厳寺蔵橘資料中のトカラ語断片と判断可能な断片及びその可

能性のある断片全点を出版する。なお、東京国立博物館所蔵の残りの資料については別稿を準

備中であり、筆者が把握している大谷探検隊将来トカラ語資料は、間もなくその全体像を明ら

かにし得ると考えている。ただし、上記の資料以外にも、現在所蔵先不明の断片として f西域

考古図譜j図版 (13)として出版された二点のトカラ語断片が知られており、この内、(13)ー

(1)は唐代のクチャ語による世俗文書であるが、既にChing(2010: 341-342)で扱った九も

う一点のクチャ語・サンスクリットによるbilingualの断片も含めて、これら二点については

*)本研究は、執筆者の一人である鹿昭蓉に授与された2015年度沼田研究奨学金による <Manuscriptsfound 

from Kucha in the Otani Collection)の研究成果の一部である。同奨学金の関係者の方々、特に受入ア

ドパイザーとなって頂いた龍谷大学国際学部三谷真澄教授に深く感謝申し上げる。また、本稿投稿に際

しては、前回同様、龍谷大学仏教文化研究所、西域文化研究会、大宮図書館にご尽力頂いた。特に記し

て心よりお礼申し上げる。

1) r資料(1)Jに対する修正を加えた英語版として、 Chingand Ogihara (2012)を参照。
2)本稿では所謂トカラ語A並びにトカラ語Bの総称として「トカラ語jを使用するが、現在までの研究成

果から判断し、トカラ語Bについて言及する場合はクチャ語という名称を使用する。なお、トカラ語A

と称されてきた言語が、唐代の鷲脅で口語としても使用されていたと推定される点については、 Ogihara

(2014)を参照。

3)荻原 (2012)出版後に得られた知見を加えて、荻原 (2013a)を公表した。

4)この木簡に関する先行研究としては、 Pinault(1998a)及びTamai(2004)を参照。

5)この文曹の年代と内容については、 Ching(2011)及び鹿 (2012)を参照。
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別稿で扱う予定であるヘ

2.断片紹介

現在各国のコレクションに含まれるトカラ語文献について概説している Malzahn(2007a) 

は、大谷探検隊将来のトカラ語資料についても紹介しており (op.cit.: 93-94)、そこでは『西

域考古図譜jで出版された 3点のクチャ語断片に言及している 7)0 2011年以来の筆者の調査の

結果、より多くのトカラ語断片が存在する事が明らかになった。本節では、筆者が龍谷大学所

蔵資料中、トカラ語で脅かれた部分を含むと判断した断片及びその可能性を有する断片13点を

紹介する。トカラ語断片と確定できたものの内、トカラ語Aであると判断される MS06419を

除き、他の断片は全てクチャ語によるものである。なお、従来は知られていなかったが、西厳

寺蔵橘資料にも 1点、クチャ語を含む断片を見出す事ができた。以下では、『資料(1)Jと同様、

ローマ字転写 (Transliteration)と音素転写 (Transcription)を分けて提示するが8)、提示

する順序は現在の所蔵番号に従い、その後西厳寺蔵橘資料1点を扱う。西厳寺蔵橘資料を除く、

13点の写真はIntemationalDunhuang Project (http://idp.afc.ryukoku.ac.jp/)のサイトで公

開されているが、オリジナルに基づく調査によって初めて解読できる部分も少なくない。

クチャ語の断片については、文字特徴及ぴ言語特徴から、古代期のクチャ語 (ArchaicTo-

charian B)に属すると判断される断片は見られず、 MS04168a2に在証される$uk($ukt 

'seven')及びMS04166b1，2に見られる lope(laupe‘salve')などの語形が後期或いは口語の

クチャ語の特徴を示してはいるが、殆どの場合において標準的なクチャ語との相違を見出す事

はできないへまた、断片の出土地点に関する正確な情報は残されていないが、 MS04168は出

土地点を推定する事が可能である。ただし、殆どの断片について、破損がひどく、前後の文脈

を明らかにし得ないため、満足の行く解釈に到達できなかった点をお断りしておく。

なお、 MS06109は対応部分不明の漢文仏典の紙背を利用した断片であり、表の漢文面上端

にはウイグル文字と思われる文字が見られる。本断片にはトカラ語と確定できる部分は見られ

6)これらの資料以外にも、関東局(編)r旅順博物館図録J(1943年、鹿右宝刊行会)図版78で出版された
資料にクチャ語が脅かれた陶片一点が存在する。この陶片についてご教示頂いた橘堂晃一博士に感謝申

し上げる。

7)これらはOt.12 (= MS00541)， Ot. 13-1， Ot. 19-1という番号で紹介されているが、この内のOt.12を
Ot.13-1と混同している記述が見られる。
8)以下の転写では下記の転写方式を採用する。
{J:破損により読みが不確定な箇所 一:破損により判説不能な~ra

( ):筆者によって推定された箇所 ・:aksaraの欠げている子音若しくは母音
/1/:写本の破損箇所 { } :断片の破損による欠落

く>:断片の行聞に脅かれた修正部分 t . t : punctuation 
9)言語特徴からの分類についてはPeyrot(2008: 204-206)を、文字特徴に基づく分類についてはMalza-
hn (2007b)及びTamai(2011)を参照されたい。ただし、この二つの分類が年代的に同じ時代を反映
するものであるか否かについては、今後も検討が必要である。この点については、荻原 (2013b)を参照。

( 2 ) 
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ないが、サンスクリットとしても解釈できない。

2-1.龍谷大学所蔵断片

断片 1: MS01581 (言語:クチャ語)

暫定的に表とした面の一行自に見られるお'amo‘very'が、クチャ語の手紙文書官頭の[…]

加moy~(u)warsa prek~均z f[…]が篤き友情を以て尋ねるjで使用される事から、手紙文書の

一部かも知れない則。

w. 8.0Xh. 9.2cm 

[ローマ字転写]

(a) (b) 

(1) 111 tsamo 1// (1) 111- ~. (')[s)・(l)111 

(2) 111mμ ⑮ω111 (2) 111 [ta] rka似 mo~ak(')[i} (3) 111 

(3) 1II [la} sne(4) [ka] rsor taka III 

[音素転写]

(a) (b) 

(1) III tsamolll (1) III - k:r () [s}(I) III 
(2) 111m.仰⑮(2)111 (2) II1 [ta)幼'an Mo~ak() [i}(3)111 

(3) III [la} sne(4) 

[注釈]

(1) :恐らく Mo~aseneなどのような人名の一部と推定される。

(2) :この部分の花押は、 daとtraの組み合わせのように見えるo

(3) : mo~a(ra)k(!j)iρ'e) の書き誤りか。

(4) :或いはsteか。

[和訳]

(a) 

(1) [...]大いなる[…]

(2) […]⑮[…] 

(b) 

(1) […] M o~asene (?) […] 

(2) [...]私に与えなさい(? ) 0 M ok!jarak!jite (?) […] 

(3) […]に報せがあった。[…]

[kli]γ'Soγ 恒rka11I 

10)旅順博物館所蔵クチャ語断片に見られる用例及びこの官頭句に関する先行研究については、荻原
(2012 : 103-104)を参照。

( 3 ) 
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断片2: MS01824 (言語:クチャ語)

残存部分の片面にのみ文字が脅かれており、冒頭に紀年が見られる事から世俗文書の断片と見

られるが、内容は不明。

w.15.0Xh.2.8cm 

[ローマ字転写]

(1) 11/-{;ーミ]争.kuln' t，γ. '(cI有一け{w}・(・){s}・[γ]・(・)[:匂]・(ー)

(2) 1/1 "()e . (")ai {一} .(炉 '()i {ー} (o}(l) 

[音素転写]

ぽ)1/1 (j争α)[;ミ]争(i)kull汎:(e) t:γ(ic) (c}(e) 有一 (")-{w)‘ (){sI[:γ]・(・)[:均]・(一)

(2) fl/ 

[注釈]

(1) :若しくは"(){a)か。

[和訳]

(1) […]兎年三月(? ) 0 […] 

(2) {和訳不能}

'()e '()ai {一}イ)a "()i {ー} {o}ω 

断片3: MS04166 (表:漢文;裏:クチャ語)

漢文による仏教徒の文書(恐らく斎文或いは仏教社邑に関する文書)の反故紙を利用した文書で、

内容はクチャ語の医学文献であるが、仏典とは異なり、墨色がかなり薄い草書で書かれている

ため、解読は困難であり、また一部の語裳を除いて、正確な理解は困難である。なお、本断片

には、 10μ (laupe 冠alve') 、 e~aneお (ek 'eye'の双数属格形esaneηus)及びsatke(sl向ztke‘medi-

cine') と言った、後期或いは口語のクチャ語の特徴を示す語形が見られる。なお、漢文部分

の筆者による録文を併せて附しておく。

w.16.0Xh.5.8cm 

[漢文部分]

(前欠)

1 ] 子年十七

2 ] 食医防蔚剖亙常固 [ 

(後欠)

[ローマ字転写]

a 

1 Iflll auSeρro[u.ハe{we} las丘、 ωーかum tsaμJぉna{ll} e (1) tre ya se Ifl 
2 Iff 伝 {~}l:舟 {e} く {~a}> 郎滅的'e 11 {ku} r~ {~} a sa {t] (ナω{pa]nal[IIか{k]-
aSke {rrz ta} l(")e {se} 111 

( 4 ) 
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3 /// . {a} rr {e}ぉ{r} e 11 PPa:j!jf1ω fano tsa {pana} lle ffwa {iぉa} s {la}ωstanale me-

{le} ρa{ta}$leω11 a 一///

4 /// '()i/// 

b 

1 ///- y，ω位、 l{e)φ~ana effanet丘、 lope11 effane~ ¥ lope 11 // / 

2 /// {ku}ぉ'a 1Wa [lyu ma me} le t {mJ - - naω effane~\ 10，ρe caz必'r!t{$$}i

{ca}mP' /// 

3 ///ρokemerp l' {$1U Iye 11伽:ke la[k}le yamo{$epi} e{t}su/// 

4 /// - {r}-' $()e {e}印刷 {mi)sa - {hk}-一一一 [m}(")e- - 11 (-) "()i [:先]-

(")[e) - [le おe)/// 

[音素転写]

a 

1 ///11 azde仰 {u} e{we} lω's tsiーかum ωμ}tsna {ll} eO) tre ya se /// 

2 /// la[$} 1先[e}くf符'a}>おesatke 11 [ku}re$[$}a sa[t}的e)tsa {pa} nal [I} (e) Iy [k}-

aSke [rp， ta} l(μ {se} //1 

3 /// . [a} rr {e}おか}e11妙il$$a(2) tano おα必ana}lle ffwti {tsa} s [la}(:1) stanale me・

[le} (rp，) pa {ta} $le(4) 11 a 一///

4 /// "()i /// 

b 

1 /1/- yasar 1 {e}φassana esanets 10μ11 esanets 10，μ11/// 

2 /1/ {ku}ぉa 1Wa {Iyu ma me} le t {rtJ} - - naω effaneお lope caufarp， {$$} i 

(ca}mP' /1/ 

3 1/1ρokemerp， I(arp，) [$a} Iye 11 nake la [k} le yamo [$e，ρi} e [t} su(wai) 111 

4 1// -{r}-' $()e [e}te(6) {mi}sa - [:ω}-一一一 {m}()e- - 11 (-) '()i [:完)-

("){e) - [leおe}/1/ 

[注釈]

(1) : {iぉαμJω'la{ll}eでは解釈できないが、後続部分に在証されるお'aP・'to mash， 

crush'のgerundive1であるおゆanalleの書き誤りか。

(2) :初出の形容調、語幹はμρ0・と推定されるが、語義は不明。追加資料を参照。

(3) : swalぉ}(i) s [1] (e)とすべきか。

(4) :或いはμ{na]$leo先行する stanaleと共にgerundive1と解釈されるが、語根はこれ

まで知られていないため、ここでは和訳を与える事ができない。

(5) :或いは旬。

(6) :或いは neo

( 5 ) 
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[和訳]

a 

1 […]古くなった[…]内皮[…]砕かれるべきである(? ) 0 […] 

2 […]からできた薬。 11[...]からできた薬が砕かれるべきである。小さい[…]

3 [“.]11[...]の粒が砕かれるべきである。食物が共にし]されるべきである(? )。鼻を(? ) 

[…]すべきである。 11[...] 

4 {和訳不能}

b 

1 […]血、疲から作られたものが両目に対する軟膏である(? ) 0 11両目に対する軟膏 11[，，，]

2 […]両目に対する軟膏、蜂蜜でできたし]

3 […]から作られるべきである。 11さて今、痛みを与えていたものに対してし]

4 […]肉[…]11["，]

断片4: MS04167 (言語:クチャ語)

残存部分の片面にのみ文字が書かれており、 2行目に在証される e幼ωaがクチャ語動詞 ehk-

'to take， seize'の過去分調女性形単数である事『及び5ri完売likte'5riJ以外、解釈できない。

w. 4.6xh. 7.3αn 

[ローマ字転写]

(1) ///一{一}一斑{aie} -/// 

(2) /// {e}幼usaI 5r {i}nn{a}kte ke (po}(l) kci ya ta 

(3) ///1ω 

[音素転写]

(1) ///一{一}一先{aie}一///

(2) / / / {e} hkusa 1 Sr {i}完売{a}kte ke (po}(l) kci ya ta 
(3) ///1(2) 

[注釈]

(1) :或いは {~o}。

(2) :或いはpunctuationのれ

断片5: MS04168 (言語:クチャ語)

漢語「尺Jの借用語である cak*が確認される事から、布に関する世俗文書であったと考えら

れる山。本文書に在証される5iρtakは、庫車ドルドルオコル(Duldur-akhur)出土大谷一五

11)漢語「尺Jからの借用語cak*の在証例については、 Pinault(1998b: 8-11)を参照。

( 6 ) 
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二七「人名記録断片」に現れる「什徳jの音写であるためω、本文書の出土地点は同漢文文書

と同じ地点であったと推定される1九また、本文書の抑制!jUkt‘seven')は、後期或いは口語の

クチャ語の特徴を示している。なお、参考として大谷一五二七の筆者による録文を附しておく。

w. 8.9xh. 5.8cm 

[ローマ字転写]

(a) 

(1) siP_ lak ¥ ne.盤、-/// 
(2) s [a} k-!;uk¥ cakam ke - -/// 
(3)ー///

(b) 

(1)一一///

(2) m [a} steωt wのaρ[la} c [a}(2) /// 
(3) s [ai} k [i}豆、 karwn/// 
(4) -(J[a.ノ -(J[e) -(J [e) ー イナ[1'[l}/// 

[音素転写]

(a) 

(1) Siptak 克em 一///

(2) s [a} k-:jUk cakl均1， ke 一一///
(3)ー///

(b) 

(1)一一///

(2) m [a} ste(1) t wのaρ[la} c [a}(2) /// 

(3) s [ai} kβ}s karwn /// 

(4) -(J[a) -(J[e) -(J[e) ー イナ[1'[l}/// 

[注釈]

(1) :或いはsneo

(2) :この部分はρ[la}C [a}とすべきか。この切り方が正しいならば、クチャ語名詞のρ必ce

‘word， speech， reply'の単数斜格形である placと解釈される。なお、以下の和訳では

「訴訟を起こすJと訳したが、これまでクチャ語のplaceにこのような解釈を支持する例

は知られていない。

[和訳]

12)ここで引用した EarlyMiddle Chinese (EMC)及びLateMiddle Chinese (LMC)については、 Pulleyb・
lank (1991)を参照。

13)本漢文文曹については、小田義久等(1984: 76)を参照。

( 7 ) 
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(a) 

(1)什徳という名前のものがし]

(2) 17尺[…]

(3) {和訳不能}

(b) 

(1) {和訳不能}

(2) […]彼は訴訟を起こした(? ) […] 

(3) […]に対する慈悲(?)[...]

(4) {和訳不能}

[参考]

大谷一五二七唐代残名籍

(前欠)

1 ] 羅弥吉善[

2 ]圏孝順家人什徳[

3 ] 敬圏[

(後欠)

断片6: MS04169 (言語: クチャ語)

残存部分の片面にのみ文字が書かれており、銭 (cane)に関する世俗文書であると推定され

るが、詳細は不明。

w. 18.4Xh. 6.1ω 

[ローマ字転写]

(1) /!I'{rI - - (ナ~. - (ナ年1 S' swa 旬rma

(ω2幻)//川//，勾匂.{m}m' I!.必1!amnt. t{e}zωv~ム"e}ノ}<ω1) 舟御el盆旦、 fρ'c}atl伝ek¥、¥ne<ω2幻) canerrz. ~k如a se ωh信z砂pa'

(ω3ω) !I川//.イ()~ム"e} '()e1仰?z {ト一一→}

[音素転写]

(1) /// '{r}一一(・)守一(ケ[槌J s(tα~)swa Tarma 

(2) /1/ K~ω {m} m(aJptlimnt(a)t {e} w {eJ<ll 伽 n {c}atekneω caneJ?Z ~ka seωlφ5 

(3) /// .(') {e} .(')eJ?Z {一一}切z wawφa 

[注釈]

(1) :初出の人名。ここではサンスクリッいおemabandhadeva・に対応すると考え、上記のよ

うに推定したが、確定的ではない。

(2) :初出の名詞の単数処格であるが、意味は不明。語頭がc・ではなく u・ならば、借用語と推

定される。

( 8 ) 



大谷探検隊将来トカラ語資料をめぐって (2)

[和訳]

(1) […]尊敬すべき方よ。 Tarma-?[…] 

(2) [...] K~emmappämntatewe という名前の者が catek・に金銭を[…]

(3) […]織られた[…]

断片 7: MS04170 (言語:クチャ語?) 

残存部分の片面にのみ文字が脅かれている。 2行自に現れる tayが代名詞の女性形単数属格と

解釈できる以外、その他の部分については解釈できない。

w. 7 .5xh. 7.0cm 

[ローマ字転写]

1 /// (ri] ka ra da te(1) 一一///

2 ///一白(Y¥ 'eω ー (3) か'e(~) /// 

[音素転写]

1 /// [ri} ka ra da te{l) 一一///

2 ///一物 'eω

[注釈]

(1) :或いは neo

(2) : {w}eか。

(3) : [:先/・か。

(4) :か(k}eか。

_(3) か'e(4)/// 

断片8: MS04667 (表:漢文・サンスクリット;裏:クチャ語)

対応部分不明の漢文仏典の紙背を利用した断片。表の漢文面の行聞にはサンスクリットが書か

れている。漢文面の比定に至っていないため、サンスクリットとの対応について確かな事は言

えないが、関連性を有する可能性も排除できない川。裏面1行自には swaおi‘food'が、また

3 行目の tkä{~}~i は動調の imperfect 或いは optative と推定される事からクチャ語と判断さ

れるが、破損が著しく、連続した文脈を回収できない。

w. 5.4xh. 4.4cm 

[漢文部分]

(前欠)

1 ] 固之園 [ 

14) r慈悲道場織法J(T. 45， no. 1909， 950c1-4: 956c10-17)及び『輔経行道願往生津土法事調J(T.47， no. 
1979， 435a4-11)に類似の内容が見られる。サンスクリット部分の 2行自は、『慈悲道場織法J(T.45. 
no.1909.956cll-14)中に対応箇所を有するかも知れない。追加資料を参照。

( 9 ) 
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l' / / / r [tha} t [vai] na t bhagavaccha / / / 

2 ] 固然遁遥 [ 

2' /// (pa)ripakvasantati [ta1!l) /// 

3 ]圃園口 [ 

(後欠)

[ローマ字転写]

1 ///-() [sI (か.'n' swa[，ぉ/・///

2 /// a [sI1ll '()[e kI k[au m}au [sI/// 

3 ///一一- 18(1 [!j) !ji kr [ai ta γJe ρi m}(ナ r(拘一///

4 ///-(") [a} - -()a kai - [ra m}pa [，元r)i /// 

5 /// - [ntsI ko - -() [i] /// 

[音素転写]

1 ///-()[s)・("カ'l' 'n' swa[.ぉ:)(i) /// 

2 ///α [sI1ll -()[e kI k[au m}au [sI/// 

3 ///一一 - tkab;}!}i kr [ai ta r) e [ti m}(ナ r()o -/// 

4 /// .() [a} - "()a kai - [ra m) pa [:元[}i /// 

5 /// - [ntsI ko - "() [i} /// 

断片9: MS06131 (言語:クチャ語)

残存部分の片面にのみ文字が脅かれている。残存部分に見られるcisseは、クチャ語の形容詞

~e ‘thy' と解釈できる。

W. 5.0xh. 7.0cm 

[ローマ字転写]

(1) ///一{一一}一///

(2) /// - cisse a 一///

[音素転写]

(1) ///一{一一}一///

(2) / / /一 c俗ea 一///

断片10: MS06271 (言語:クチャ語)

表面2行目が、 (on)[o) lme [p} e {lai} (初e)r衆生が法を(? ) Jと解釈できる事から、仏典で
あると見られる。また、裏面2行目の仰fは一人称現在形・接続法単数中動態の動詞語尾と

推定される。

W. 2.8xh. 2.0cm 

( 10 ) 
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[ローマ字転写]

(a) 

(1) 111一111

(2) 111 "() [o} lme [p] e [lai} /// 

(3) //1 [k](ナ一一 111

[音素転写]

(a) 

(1) /11 -1/1 

(2) 111 (on) [o} lme(l) [p} e {lai} (初e)111 

(3) 111 [k}(ナ一一 1/1

[注釈]

(1) :或いは(wn)[o} lmeo 

(b) 

(1) /// -//1 

(2) /// [mI L¥ '0 _11(¥) /// 

(3) /// - [r 1. -/// 

(b) 

(1) 111一///

(2) 111[m}(a)r '0 一111

(3) 1//- [r}一一/11

断片11: MS06419 (表:漢文;裏:トカラ語A)

漢訳『妙法蓮華経J(対応部分は T.09， no. 262， 49a16-19)の紙背を利用した断片。残存部

分からトカラ語Aと推測される。トカラ語A断片は基本的に Shorchuk或いは Turfanで発

見されるため、本断片もどちらかの地域で発見されたものと考えられる。なお、ここに在証さ

れるρakrはトカラ語Aのpakar‘obvious'を表していると考えられるが、このような表記は

管見の限り初出であり、書写した者の特殊な言語背景を示すものかも知れない。

w. 6.5xh. 3.6cm 

[漢文部分]

(前欠)

1 ] 口聞香知貴闘

2 ]方殊沙匿附圏[

(後欠)

[ローマ字転写]

(1) 111一{-}一一一一一/1/

(2) 111-[k}()oneρakN rtak¥ .ill/II 

[音素転写]

(1) 111ー{一}一一一一一111

(2) /1/ -[k} ()oneρ'akr tak ta 1/1 

[和訳]

1 {和訳不能}

、‘，，，
唱

E
A

'
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2 […]が現れた。[…]

断片12: MSll055 (表:漢文;裏:クチャ語・サンスクリット)

漢訳『進行般若経J(対応部分はT.08. no. 224. 440a07-09)を含む仏典の紙背を利用した断

片であるが、書体から六朝時代のものと推定される。残存部分2行目の kewiye‘pertainingto 

a cow'がクチャ語であると判断される以外はサンスクリットであるが、内容は不明。なお、

クチャ語部分は、後続するサンスクリット部分よりも大きな文字で書かれており、異なる手に

よって書かれたと考えられる。

w. 7 .9xh. 6.2叩

[漢文部分]

(前欠)

1 ] 浮誠身口 [ 

2 ] 及諸聾 [ 

3 ] 之合図 [ 

4 ]鶴語口[

5 ]口[

(後欠)

[ローマ字転写]

1 ///-. [sI /// 

2 /// [1} (ナ kewiye0 一///

3 /// kWje kWje paku[$e ku}/// 

4 / / / - b [ raJ jva [m) aitri1]Z na [mI / / / 

5 ///- n[i} mi sa ni [s}i /// 

6 ///-β:]l砂'a[tatra} '0/// 

7 ///一 '[mI 一-(-) /// 

8 ///li ma lf 一///

[音素転写]

1 ///一 .[sI /// 

2 /// [1} (ナ kewiye 0 一///

3 /// kw;e kw;eρaku[$e kuJ/// 

4 ///-b [ra}jva [m) aitri1?'l na [mI/// 

5 ///-n[i} mi sa ni [s}i /// 

6 ///-[j}砂'a[tatra} '0/// 

7 ///- '[mI一-(-) /// 
( 12 ) 
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8 / / /li ma li -/ / / 

断片13: MSll069 (言語:トカラ語?) 

トカラ語であると確定可能な部分はないが、残存部分l行自に Fremdzeichenが確認されるた

め、暫定的にトカラ語と見倣した15)。

2-2.西厳寺蔵橘資料断片

断片14:西厳寺蔵橘資料ST187(言語:クチャ語・サンスクリット)16) 

大谷探検隊隊員・橘瑞超氏から送付され、小川貫弐龍谷大学名誉教授の下に保管されていた西

厳寺蔵橘資料と称される資料の存在が近年明らかになり、これらの資料の画像は猪飼・大木・

橘堂(2008)で閲覧が可能である。これら断片の画像を確認したところ、プラーフミ一文字で脅

かれた断片1点にクチャ語が含まれている事を確定する事ができた。従来、この資料にはトカ

ラ語断片の存在は知られていなかったため、本稿が対象とする龍谷大学所蔵資料ではないが、

ここで紹介しておきたい。この断片は、残存部分から、サンスクリットとクチャ語の bilin-

gualの断片と考えられる17)。表面2行目の winaは動詞ωina-sk-‘tohonor， worship'に属す

る語形と推定され、裏面l行自にはspeltke‘zeal，effort'が在証されるのみであり、内容を比

定する事はできない。

w. 2.4xh. 2.5cm 

[ローマ字転写]

(a) (b) 

(1) ///必I} d' [t1m';// 1 /// [n} eゅe[ltk} e /// 

(2) ///{)[m} t win[a} /// 2 /// [1:宛Vet [a} /// 

[音素転写]

(a) (b) 

(1) ///. [p} d' [t1m';// 1 /// [n} eゆe[ltk} e /// 

(2) /// () [mI t win [a} /// 2 /// [1:舟Vet [a} /// 

15)本断片 (w.3.6Xh. 5.6cm)のローマ字転写は下記の通りである。

(a) 

(1) /// 1:.ハ) (か1・()m'{rJ1fl./// 
(2) /// (rJma la te 11 
2行自のたは neと読むべきかも知れない。

16)本断片の画像は猪飼・大木・橘堂 (2008)によった。なお、西厳寺蔵桶資料については、橘 (2009)及

ぴ大木・橘堂・吉田 (2008)を参照。

17)本断片にサンスクリットが含まれている確実な根拠はないが、ここでは (a)面にぬが見られる事から

bilingualと判断した。

( 13 ) 
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結論

本稿では、龍谷大学所蔵資料に含まれる断片13点及ぴ西厳寺蔵橘資料中の1点、合計14点の

断片を扱った。殆どの断片は破損が著しく、仏典・世俗文書共にまとまった文脈を推定する事

ができないが、重要な情報を含む断片が確認された。以下、特に興味深いものについて言及す

る。

まず、トカラ語Aと見られる MS06419は、大谷探検隊将来トカラ語資料に確認された二点

目のトカラ語A断片であるが18)、漢文文書の紙背を利用している。管見の限りでは、これま

でこのようなトカラ語A断片は知られておらず、トカラ語Aを使用していた仏教徒と漢文仏

典との関係について、今後注意しておく必要がある。

また、 MS04166は漢文文書の反故紙を利用したクチャ語の医学文献であるが、これまでに

確認されているトカラ語の医学文献には漢文文書の反故紙を利用したものは見られない。特に、

本断片は草書体のプラーフミ一文字によって書かれており、クチャ語の口語を反映しているだ

けでなく、表の漢文面は仏教徒の文書であったと推定され、両者の関係を示唆するものとして

貴重である。

漢文仏教文献(機文かも知れない)の行間にサンスクリットが脅かれた MS04667は、漢文

面の比定が困難なため正確な判断を下す事ができないが、両者が対応していた可能性もあり、

仮に対応するならば、二言語を併記する必要が存在していた環境が想定され、このような俄文

を作成し、利用していた仏教集団の背景が今後解明される必要がある19)。

MS11055の漢文面は字体から六朝時代のものと推定されるが、漢文仏典の紙背を利用して

書かれたトカラ語仏典中、キジルで発見されたとされるベルリン・コレクション所蔵クチャ語

断片THT553が同じく六朝時代の字体で書かれている。残念ながら、異なる仏典に比定され

るが、 MSll055と合わせて、このような六朝時代に遡る断片の年代と出土地点に関する研究

については別稿に譲りたい。

MS04168には庫車ドルドルオコル (Duldur-akhur)出土唐代文書大谷一五二七に見られる

什徳という名前の音写が確認され、同文書の出土地点として Duldur-akhurの推定を可能にす

るだけでなく、年代も同時代のものであった事を窺う事ができる。

さらに、上記のような歴史学的な情報以外にも、本稿で扱った断片には初出の語が少なから

ず確認された。現時点では満足の行く解釈を与える事はできないが、これらの新しい語形はト

カラ語の言語学的研究に貢献する。

18)一点目は旅順博物館所蔵の LM201559 4である。本断片は現在未出版であるが、荻原 (2012: 118)の

リストで指摘しておいた。

19)さらに、このような文献がクチャ語文献のために再利用された事実も合わせて考察されるべきである。

( 14 ) 
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本稿で扱った断片は『西域考古図譜jには含まれていないものであり、トカラ語と判断可能

な断片は12点に上る。これらはMalzahn(2007a)には指摘されておらず、全く新しい発見で

ある。今後は、他国のコレクションに含まれるトカラ語資料全体の中に大谷探検隊将来トカラ

語資料を位置づけつつ、西域北道における仏教の実態や歴史的事実に関する解釈がなされる必

要がある。
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